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隠れたブーム「炊飯器クッキング」

話

家庭への普及が浸透し，もはや非保有世帯を探すのが難しい家電製品，いわ

ゆる「白物家電」と呼ばれる洗濯機，掃除機，冷蔵庫などで，このところ新し

いコンセプトの商品開発が相次いでいる。今回紹介する「炊飯器」もその一つ

だ。

炊飯器は，少し前から複層厚釜，マイコン炊飯，I H炊飯，超音波炊飯など，

ご飯が美味しく炊ける新製品が続々登場してきた。お米の食味向上と相まって，

美味しいご飯が食べられる。

ところで，炊飯器と言えば「ご飯を炊く道具」で，これまでの技術開発は

「ご飯を美味しく炊くこと」に集中してきた。しかし，ユーザーの常識破りの発

想と行動が，炊飯器という道具に新しい可能性を開いた。じつは，炊飯器は使

い道の非常に多い調理器具だったのだ。煮物，スープ，蒸し物，ケーキにも対

応でき，それも調理の心得がなくても，かなり本格的な料理ができる。

この「炊飯器クッキング」に対するメーカーの対応はさまざまだが，あるメ

ーカーはいち早く調理機能を取り入れた新製品を開発し，製品の付加価値化と

買換え需要の掘り起こしに取り組んでいる。その商品の開発のきっかけが面白

い。ある時，そのメーカーのお客様相談室に「炊飯器で煮物料理を作っても，

壊れない？」という一人の主婦からの問い合わせがあった。もちろん，窓口の

男性社員には最初は状況がつかめなかった。が，調べてみると，炊飯器を使う

と煮物が美味しくできる裏技が主婦の間にかなり広がっていることが分かった。

調理をテーマに開発に着手してみると，炊飯器は全体から内釜を加熱するの

で食材に均等に熱が伝わり，柔らかく，味がしみ込む特性がある。マイコン制

御で，火加減の調整も不要なため，誰でも失敗なく美味しい煮物や蒸し物がで

きることも確認できた。まさに「灯台下暗し」であった。調理機能に対応した

新製品は，発売以来，従来の最上位機種の炊飯器と同程度の価格にもかかわら
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ず好調な販売が続いている。

この炊飯器クッキング，じつは相当なブームになっているらしい。ある出版

社の編集者によると，通常，料理本は1万部売れればヒットだと言うが，炊飯器

クッキング本は10万部を超える大ヒットとなっているそうだ。書店の料理本コ

ーナーをのぞいてみると，類似本が10種類近くもある。驚いて元祖と言われる

料理研究家に会ってみて驚いた。ふつう料理研究家と言えば，ベテラン主婦が

定番だが，炊飯器クッキングの元祖は何と20代だ。話を聞いてみると，「日々の

調理の簡便化」という自身の切実なニーズが，この「発明」を生んだと言う。

若い女性だからこそ，常識破りの発想ができたのだろう。

テキストを見ながら炊飯器クッキングを常用しているのはどういう人たちか

というと，最大のユーザーは30代以下の若い主婦だが，単身赴任のオジサンた

ちにも愛好家が少なくないそうだ。一方，ベテラン主婦はプライドが邪魔をす

るのか，比較的冷ややからしい。いま，若い世代では，米も，野菜も，自宅で

調理するよりも外食や中食を利用する比率の方が多くなっている。これらの層

に農産物を販売するには，農業界もソフト（調理法）の開発にもっと注力すべき

だ。簡便で，本格的な調理が可能な炊飯器クッキングなどは，まさに打ってつ

けのソフトだ。

また，この炊飯器開発から学ぶ点がいくつかありそうだ。一つは，ユーザー

の声を注意深く聞くこと。そして，常識にとらわれずに柔軟な発想をすること

だ。また，手間を省きたい，調理の技を持たないが「たまには手作り」という

主婦心を大いにくすぐったことだ。農業界も，何が今時の主婦の琴線に触れる

商品やサービスなのかを，常識にとらわれずに探してみる必要がありそうだ。

（藤澤流通・マーケティング研究所代表　藤澤研二・ふじさわけんじ）
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